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【概要】
社会福祉連携推進法人 日の出医療福祉グループ（本部：兵庫県加古川市代表理事：大西壯司｟おおにし
たけし｠）は、2024年（令和6年）2月29日に、インドネシア共和国中部ジャワ州スラカルタ市にある、国立セべラスマ
レット大学と、介護技術と日本語を教える「特定技能（介護）人材養成コース」を設置する旨の協定書（MOU）に
調印する予定です。同大学の看護師、助産師、理学療法士を養成する医療系学部の卒業生を対象に、
同大学付属の職業訓練校のプログラムとして、日本語と介護技術の習得を目指す、半年間のコースを設置します。
学生が負担する授業料は、無料です。
調印式は、加古川商工会議所で行います。

【詳細】
日時：2024年2月29日（木）午後５時～６時
場所：加古川商工会議所 4階 オーバルルーム

〒675-0064 兵庫県加古川市加古川町溝之口800（JR加古川駅から南東へ徒歩５分）
出席者：国立セブラスマレット大学 職業訓練校 副学部長（国際連携担当） ヘルマン・サプトロ氏

日の出医療福祉グループ 代表理事 大西壯司 ほか

【インドネシア国立セブラスマレット大学について】
１９７６年に設立。インドネシア国内の大学でトップ１０に入ることもある有名国立大学で、医学部、スポーツ学部、
農学部、経済学部、文化科学部など、１１の学部を擁する総合大学。学生数は約３４,０００人。
セブラスマレット大学ウェブサイト（英語） https://uns.ac.id/en/

インドネシアの有名国立大学と

「特定技能（介護）人材養成コース」の設置に関する協定書（MOU）の締結へ

医療系学部の卒業生を対象に、学費全額免除で介護人材を育成

本プレスリリースについてのお問い合わせ先

https://hinode.or.jp

〒675-0101 兵庫県加古川市平岡町新在家2333-2
代表者：  代表理事 大西壯司
設立：  2016年7月
会員法人： 社会福祉法人 日の出福祉会、医療法人 
                      社団奉志会、社会福祉法人 博愛福祉会
サービス： 介護、保育、医療
事業所数： 170カ所 職員数：3300人 (2023年年度)

社会福祉連携推進法人
日の出医療福祉グループ
広報担当：武中 朋彦（たけなか ともひこ）
Mobile phone:080-2454-7853
Mail:takenaka.tmhk@hinode.or.jp 
 平井 裕子（ひらい ゆうこ）
Mobile phone：080-7312-5352
Mail： hirai.yuk@hinode.or.jp
Tel：079-441-8423 Fax：079-441-8523

国立セべラスマレット大学キャンパス
（インドネシア・中部ジャワ州スラカルタ市）

セべラスマレット大学 職業訓練校



・「特定技能人材養成コース」カリキュラムの特色

第１期は、2024年（令和6年）3～8月の6か月。当グループの介護技術と日本語を教えるカリキュラムを実施。
1クラス２０名のコースで開講。同年9月開講の第２期では、2クラス40名のコースで実施する予定。
将来的には、毎年、セブラスマレット大学から８０名の修了生が来日し、日本の介護施設での就業を目指します。

・日本語の授業は、セブラスマレット大学の博士課程を修了した日本人講師が担当。
受講生は、日本とインドネシア両国の社会・文化に精通した日本人講師から日本語を学ぶことで、日本の文化や
社会への理解を深め、日本で就業しても困らない日本語力とコミュニケーション能力を習得します。
・介護技術は、日の出医療福祉グループから派遣された経験豊富な講師が担当。
当グループでは、日本で唯一、インドネシアで「介護職員初任者研修資格」を取得できるコースを実施しています。
受講生は、着任後、現場でスムーズに活躍できるよう、講師から実践的な介護技術を学びます。
また、着任後も、当グループでは、永年勤続につながる日本の介護福祉士資格取得を支援します。
さらに、インドネシアでの介護士資格にも準拠するカリキュラムも提供します。

・「特定技能人材養成コース」カリキュラム終了後の進路
カリキュラム受講６か月で「特定技能（介護）」の試験に合格、現地で引き続き勉強した後、日本の介護施設
（当初は当グループの事業所が中心、徐々に他介護事業者にも拡大）で、5年間、介護業務に従事する予定。

【経緯】
・2022年6月       インドネシア労働省メダン職業訓練校で、特定技能養成コース（6カ月）が開講

（介護職の特定技能者養成コース開講は、介護分野では日本初の試み）
・2023年4月 試験に合格した修了生が、日の出医療福祉グループ、および、関連会社の介護施設で就業開始。
・2023年ごろ セブラスマレット大学で、メダン職業訓練校のコースをモデルにしたコース開設の検討をはじめる
・2024年2月29日 MOU(協定書）調印式の予定。
・2024年3月 セブラスマレット大学で、特定技能人材育成コースを開始

【今後の目標】
セブラスマレット大学からの修了生を毎年８０人育成し、日本での就業をサポートします。他の大学でも連携を

すすめ、同様のコースを設置することを目指します。インドネシアでの職業訓練校、大学での介護人材育成コースを
通じて、日本の介護人材不足問題解消に向け、少しでも貢献したいと考えています。

※「特定技能人材養成コース」の内容詳細については下記へお問い合わせください。

ジョイスリー株式会社 0120-928-634
外国人登録支援機関 社会福祉法人博愛福祉会

本プレスリリースについてのお問い合わせ先
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〒675-0101 兵庫県加古川市平岡町新在家2333-2
代表者：  代表理事 大西壯司
設立：  2016年7月
会員法人： 社会福祉法人 日の出福祉会、医療法人 
                      社団奉志会、社会福祉法人 博愛福祉会
サービス： 介護、保育、医療
事業所数： 164カ所 職員数：約3200人 (2021年11月)
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 平井 裕子（ひらい ゆうこ）
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https://www.jil.go.jp/foreign/basic_information/indonesia/index.html

※インドネシアの雇用統計
インドネシアの若年層（１５歳～２４歳）の失業率は１６．５％

※日本の介護職員の必要数について（厚労省HPより）

介護職員数が２０１９年度の水準にとどまった場合、20２５年度には約３２万人、２０４０年度には、約６９万人の不足
が見込まれています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02977.html
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